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研究成果の概要（和文）：本研究は、保健師と研究者が研究と実践活動を統合させながら協働し

て、新たな母子保健活動をつくった。効果的な家庭訪問方法を開発し、乳児全数訪問事業を計

画して実施した。子育てをしている家族へ家庭訪問することで、お母さんが自らの「育児する

力」を発揮して子どもに関わり、子どもがすくすくと健やかに育つこと、その家族が自らの力

を発揮して、育児に積極的に取り組み健康的な家族生活を送ることを支援することができた。 

 
研究成果の概要（英文）：While a Public health nurse and a researcher let you integrate 
practice activity with a study, this study collaborated and made new maternal and child 
health activity. I developed an effective home visit method and I planned baby all quantity 
visit business and carried it out. Mother showed own "power to take care of its baby" 
by visiting the home of you and was concerned with a child, and a child being brought 
up in good health quickly and healthily, the family showed own power, and the family who 
did child care was able to support that I wrestled positively and sent healthy family 
life to child care. 
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１．研究開始当初の背景 

核家族化と少子化が進む中で、支援が得ら
れない状況におかれている母親は、周囲から
孤立し、育児不安を抱えながらも子どもの世
話に追われるため、追いつめられ、産後鬱の
発症ひいては児童虐待の一因となることが
指摘されている。このような状況への対策と
して、低出生体重児、多胎児出産、病気や障
害のある人、若年出産、育児困難のある人、
などハイリスクの対象へのアプローチが重
点的に実施されているが、集団全体に働きか
けることによってリスクのレベルを下げ、問

題となる現象を予防するポピュレーション
アプローチの重要性は明らかである。母子保
健におけるポピュレーションアプローチは、
基本的な育児支援対策を充実させることに
よって、家族が妊娠・出産・子育てに対する
不安や負担を軽減し、子育てを楽しみ、喜び
を実感できるように支援することを中核と
して、育児を応援できる地域づくり、子ども
が健やかに育つ環境整備を目指して活動す
ることである。厚生労働省は、ポピュレーシ
ョンアプローチを実施する方策の 1つとして、
生後 4 ヶ月までの新生児・乳児がいる家庭全
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てを訪問し、家庭と地域社会をつなぐ最初の
機会とすることにより、乳児のいる家族の孤
立を防ぎ、健全な育成環境を図るための「生
後 4 ヶ月までの乳児全戸訪問事業（こんにち
は赤ちゃん事業）」を創設している。 

地域における母子保健活動を推進する場
合、この全戸訪問事業を実施することによっ
て、地域の母子の実態を明らかにし、ポピュ
レーションアプローチを基盤とした母子保
健活動を再構築することが可能であると考
える。また、家庭訪問は、生活の場へケアを
届けるための有効な方法であり、その人の生
活の場に身をおき、その家族特有のニーズに
応え、個別的なケアを提供することができる
効果的な介入方法である。 

以上のように、母子保健に関する実践現場
の課題と考えられる「早期乳児の全数訪問事
業の推進とポピュレーションアプローチに
よる子育て支援対策の検討と再構築」に関す
る事業を研究者と実践者が協働で実施しな
がら、成果を獲得することによって、対象と
なる地域の住民が安心してその人らしく育
児に取り組み、子どもが健やかに発育するこ
とに貢献できる。また、この課題解決に向け
た協働活動を推進する過程をアクションリ
サーチの視点から分析することによって、課
題解決のための研究者の働きかけ、保健活動
と保健師の変化を明らかにし、研究者と実践
者の協働活動のあり方について提言するこ
とができ、実践と研究のサイクルの推進を図
ることができると考える。 

 

２．研究の目的 

本研究は、地域看護領域の実践現場の課題
を解決するために、現場の保健師と協働して
活動し、課題解決に向けての成果を得ること、
さらに協働活動の過程を分析し、研究者の働
きかけとそれによる保健活動と保健師の変
化を明確化することを目指している。具体的
な研究目的は、(1)ポピュレーションアプロー
チによる母子保健活動を構築する、(2)母子 

を対象にした家庭訪問による効果的な 

介入方法を開発する、(3)協働活動の過程 

を分析し、研究者と実践者の協働活動の 

あり方について検討する、ことである。 

 

３．研究の方法 

 (1)アクションリサーチに協力が得ら 

れ、協働活動事業を実施できる市町村 

を選定し、交渉と研究体制づくり、協働 

関係づくりを行う、(2)対象となる市町村 

の母子保健活動の実態を探り、ポピュレ 

ーションアプローチの必要性と方向性を 

確認する、(3)母子を対象にした家庭訪問 

による効果的な介入方法・マニュアルを 

開発する、(4)対象となる市町村の実情に 

応じた方法で、早期乳児全数訪問を計画 

し実施する、(5)家庭訪問の効果を評価する、
(6)平成20年から22年までの協働活動の過程
を分析する(実践現場とのミーティングを録
音したテープ・実践現場とのミーティングに
関する記録・協働活動に関するその他の記録
やメモなど)、(7)データ分析の結果を統合し
て、研究者と実践者の協働活動のあり方の構
造を提示する 
 
４．研究成果 
(1)市町村保健師と協働したポピュレーショ
ンアプローチによる母子保健活動の実施 

①事業の目的：生後４ヵ月までの乳児のいる
全ての子育て家庭を訪問し、家庭と地域社
会をつなぐ最初の機会とすることにより、
子育て家庭の孤立を防ぎ、乳児の健全な育
成環境の確保を図る。 

②事業内容：生後４ヵ月までの乳児のいる全
家庭を対象に、事業を実施するための研修
を修了した訪問指導員(保健師・看護師・
助産師)による訪問を実施する。訪問結果
によっては、適宜ケース会議等を行い、専
門的判断応じて、育児支援家庭訪問事業を
はじめとした適切なサービス提供や地域
の社会資源に結び付ける。 

 
(2)エンパワーメント訪問 
エンパワーメント訪問は、子育てをしてい

る家族への家庭訪問を行い，お母さんが自ら
の「育児する力」を発揮して子どもに関わり、
子どもがすくすくと健やかに育つこと、その
家族が自らの力を発揮して、育児に積極的に
取り組み健康的な家族生活を送ること、を目
的としている。また、エンパワーメントの考
え方を基盤にして、家族の育児体験を共感的
に理解し、家族を尊重しながら信頼関係を築
き、パートナーシップを形成する。そして、
その家族のアセスメントとニーズに基づい
て、家族をサポートし、助言し、情報を提供
し、自信を高める支援を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

①エンパワーメント訪問マニュアルの作成 

エンパワーメントの考え方を基盤とした「エ
ンパワーメント訪問マニュアル」(34 ページ)
を保健師と大学とで協働作成した。マニュア
ルは、エンパワーメント訪問の手順をステッ
プごとに整理した内容（ステップの目的、チ
ェックポイント、アセスメントと支援の考え
方）を中核として、事業の全体像や、助言事
項、参考資料などで構成した。 
 
 
②エンパワーメントを支援する介入 
訪問した家族のエンパワーメントを支援

するために、まず「傾聴と共感」「信頼関係」
「パートナーシップ関係の形成」という介入
を基盤として関係を構築し、家族への「情緒
的支援」を継続する。また、家族や子どもの
健康問題やニーズを把握して、「他の資源に
つなげる」「対処行動や対処能力の強化」「必
要な知識・技術を教育する」「役割調整」と
いう介入を実施する。これらの介入は、全て
の対象者に実施するのではなく、訪問したケ
ースの必要性に応じて、実施する場合と実施
しない場合がある。そして、家族に「肯定的
評価」を提供しながら、育児を充分認め、子
どもの成長を一緒に喜び、元気づけてエンパ
ワーメントを強化する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③エンパワーメント訪問のステップ 
エンパワーメント訪問は、5 つのステップ

から構成されている。ステップ 1は「情緒的
支援を中心とした母親のエンパワーメント」、
ステップ 2は「母子の状態を理解して母親を
エンパワーメント」、ステップ 3は「児の成
長を一緒に確認して、必要な知識・ケアを提
供してエンパワーメント」、ステップ 4は「児
の成長の肯定的評価、母親の育児を肯定的に
評価して母親をエンパワーメント」、ステッ
プ 5は「訪問のまとめ」である。それぞれの
ステップに応じて、エンパワーメントを支援

する介入を組み合わせながら訪問を実施す
ることによって、家族と子どもをエンパワー
メントする。 
 
④エンパワーメント概念 
この乳児全数訪問事業は、エンパワーメン

トという概念に基づいて企画・実施した。エ
ンパワーメントは、人は皆生まれながらに
様々な素晴らしい力を持っているという信
念から出発する考え方である。自分の中にあ
るその力の存在に気づき、その力を豊かに育
て、他の人との関係の中でその力を活用して
いくことによってエンパワーメントが発展
していくという考え方に基づいている。この
事業においては、子供とお母さんのエンパワ
ーメント、訪問指導員のエンパワーメント、
市民全体・母子ケアシステムのエンパワーメ
ント、という３種類のレベルのエンパワーメ
ントがあり、子供とお母さんへのエンパワー
メント訪問を中核として、コミュニティエン
パワーメントへと発展していくことができ
ると考えた。すなわち、訪問指導員は、赤ち
ゃんの生まれた家庭を訪問することによっ
て、子供と家族のエンパワーメントを支援す
る。そして、訪問指導員は、保健所が行う研
修会やミーティングにおいて、保健師のサポ
ートや訪問指導員相互のサポートを得るこ
とで、知識や技術を獲得し、相互にエンパワ 

    ーメントを発展させる。さらに、この事
業を推進していくプロセスにおいて、関係
機関と連携し、市民に対して事業が浸透し
ていくことによって、市民全体に育児に対
する理解が深まり、子供やお母さんを大切
にする意識や地域で子供を育てる活動が作
られる、関係機関のネットワークが広がる、
などのコミュニティのエンパワーメントに
発展する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)乳児全戸訪問事業における支援の効果 
開発したエンパワーメント家庭訪問によ

る介入方法を用いて、乳児全戸訪問事業を実
施した。全数訪問によって得られたデータか



 

 

ら母子の実態の一部と介入方法に関する評
価について分析した結果を示す。 

①アンケート量的データの分析 

【こどもについて】 

男児 181 名(51.9%),女児 167 名(47.9%)で
あり,月齢は,生後 1 ヶ月の児が最も多く 185

名(53.0%),次に 2ヶ月の児 152名(43.6%)で,2

か月以内の児が 97.4%を占めていた。児の出
生順は第 1 子が最も多く 173 名(49.6%),第 2

子が 134 名(38.4%),第 3 子 37 名(10.6％)であ
った。 

【家族について】 

<母親の年齢>は 19～42 歳であり,平均年
齢 30.9 歳(SD=±4.6)であった。<母親の健康
状態>について[よい]と回答した者は,妊娠中
は 203名(58.1%)と 60％未満であったが,現在
は 249 名(71.3%)であり,現在の健康状態は
[よい]と[普通]を合わせると,338 名(98.5％)

にのぼり,妊娠中よりも現在の体調がいいと
感じる母親の割合が多くなっていた。<日頃
の育児>で[ゆったりした気分で子どもと過ご
す時間]があるかという問いについては,[は
い ]278 名 (79.7%),[どちらでもない ]58 名
(16.6%),[いいえ]9 名(2.6%)であった。 

【育児に関して気になっていたこと】 

18 項目(and その他 1 項目)について複数回
答で該当するものを選択してもらった。最も
気になっていると回答した者が多かった項
目は ,[子どもの体重増加について ]201 名
(57.6%)であり,ついで[母乳やミルクに関す
ることについて]171 名(49.0%),[子どもの発
達について]140 名(40.1%)であり,子どもの成
長発達に関する項目であった。 

【訪問について】 

今回の訪問に満足しているかを 5 段階評価
で問う質問では [とてもそう思う ]255 名
(74.6%),[ややそう思う]69 名(20.2%)で,合わ
せると 90%を超えていた。また,母親のエン
パワーメントに関する 13 の質問項目につい
て 5 段階評価で回答してもらった結果,[こど
もの成長が確認できた ]は ,[とてもそう思
う ]260 名 (74.7%),[ ややそう思う ]79 名
(22.7%)であった。また,[育児をこれからも頑
張ろうと思えた][気がかりなことについて相
談できた][ひとりで悩まなくていいと思え
た]という項目も,[とてもそう思う][ややそう
思う]と回答した割合が 90％を超えていた。  
 
②アンケート自由記載項目の分析 
 訪問時の支援に対する意見として、【話が
できた】【尊重してもらえた】【児の健やかな
成長発達が確認できた】【相談できた】【知識
や情報が得られた】の５つがあった。訪問の
効果に関する意見として、【子育ての助けが
得られた】【楽な気持ちになれた】【子育てに
肯定的になれた】【子育ての価値が高まった】
の４つがあった。制度・サービスの評価に関

する意見として、【訪問サービスの評価】【制
度への意見･要望】に大別された。訪問サー
ビスの評価として〈家庭訪問サービスの受け
止め〉〈訪問での支援の評価〉〈訪問員の評価〉
〈子育て支援サービスとしての評価〉の４つ
の視点から意見が寄せられていた。 
利用者の意見から確認できた支援内容は、

話し相手となること、対象者の尊重、児の健
康状態及び成長発達の確認、そして、相談的
対応と知識・情報の提供であった。これらの
支援は訪問手順に含まれていることから、手
順で示された支援が訪問員によって確実に
提供され、支援として利用者に受け止められ
ていたことを表している。また、児の健康状
態及び成長発達の確認や、知識・情報の提供
を含めた相談的対応は、従来の乳幼児及び産
婦訪問事業の目的であり、乳児全戸訪問事業
においても、この目的を達成するための支援
が行われていることが確認できた。さらに、
【話ができた】【尊重してもらえた】が意見
として挙げられていたことは、訪問によって
エンパワーメントを意図した支援が充分提
供されていると考えられた。 
 
(4)研究者と実践者の協働活動の構造 
研究者と実践者の協働活動について検討

するために、会議の記録・議事録、会議の録
音テープの逐語録、協働活動に用いた記録、
研修会での記録・評価をもとにして、協働活
動の全体像について分析した結果を以下に
示す。 

協働活動を推進していくためには、合同会
議を中核にして、基本概念の共有、役割分担
の明確化を行いながら、研究者と実践者が試
行錯誤しつつ協働活動を行っている全体像
が明らかになった。具体的には、養成講座の
企画・実施に関する協働活動、訪問マニュア
ル作成における協働活動について、それぞれ
の全体像が明らかになった。 
合同会議においては、＜基本概念の確認＞

＜役割分担の明確化＞＜訪問マニュアルの
検討＞＜研修の企画の検討＞を協働で行い
ながら事業を推進していた。大学内では、＜
事業コンセプト・プラン・設計を共有する＞
＜教員同士で基本概念を共有する＞ことを
繰り返しながら、具体的な事業推進のための
活動として、＜訪問マニュアルの概要を作製
する＞＜分担して訪問マニュアルの内容に
関する詳細を検討する＞＜訪問マニュアル
の修正版を作製する＞＜研修会の設計案を
確認する＞＜保健師・教員合同企画案につい
て検討する＞＜研修会の実施準備をする＞
ことを実施していた。また、大学内ミーティ
ングの場面では、＜協働のあり方・大学の役
割について検討する＞ことを繰り返し行っ
ており、どのような協働活動のあり方を目指
していけばいいのかについて考えることが、



 

 

重要なことであると捉えて試行錯誤してい
た。そして、合同会議の場では、＜枠組を提
示し概要を説明する＞＜基本概念の説明・参
考文献紹介をする＞＜基本的知識を提供す
る＞ことを担っていた。一方、実践者は、保
健師のみならず母子保健係全体で、＜事業コ
ンセプトの提示＞＜事業導入プラン作製＞
＜合同企画・進行案の提示＞＜研修会の設計
案の提示＞を行い、事業の方向性を示した。
また、具体的な事業推進のための活動として
は、保健師が中心になり、＜保健師同士で訪
問マニュアルの概要を検討する＞＜訪問体
制を整備する＞＜訪問マニュアルの最終版
を作製する＞＜研修会の設計案を作製する
＞＜研修会の全体企画を推進する＞＜保健
師・教員合同企画案・進行案を作製する＞＜
研修会の実施準備をする＞ことを行ってい
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5)考察・今後の展望 
 ①訪問の効果 
野嶋らはエンパワメントを「能力を開花す

るプロセス」と定義しており、評価の枠組み
として、オープン性の高まり、能力の開花、
現実に立ち向かう意欲の芽生え、生活の質の
改善、自己決定、満足、希望の感覚、自己成
長、コントロール感という 9 項目を提示して
いる。この 9 項目それぞれを本研究の結果と
照らし合わせると、〈交流や外出に積極的に
なれた〉〈家族の協力の促進になった〉はオ
ープン性の高まりに含まれ、また、能力の開
花は、〈新たな発見が得られた〉，〈改めて子
育てについて考えられた〉が含まれていた。
以下、現実に立ち向かう意欲の芽生え：〈子
育てを頑張ろうと思った〉、生活の質の改
善：〈児がより愛しくなった〉、自己決定：〈適
切な助言が得られた〉、満足：〈子育てに自信
がついた〉、希望の感覚：〈明るい気持ちにな
れた〉〈楽しく育児したいと思った〉〈前向き
になれた〉、自己成長：〈母親の実感がわいた〉、
コントロール感：〈不安が軽減・解消した〉，
〈今後困った時の相談先がわかった〉と、9
項目すべてに対応する支援が確認できた。こ
のことから、乳児全戸訪問事業は、利用者の
エンパワメントを多面的に促進しており、育
児支援として効果的な支援方法であると思
われる。子育て支援における保健師の目標は、
育児者自らが子どもや家族に適した育児を
判断し自身を持って取り組めること、必要な
時に自らサポートを求め活用できること、そ
して、子育てに適応した個々の家族の新しい
ライフスタイルを形成することの 3つである。
これに基づくと、育児おいてエンパワーされ
るべき能力とは、問題や状況に対する判断力、
自信、サービスやサポートの活用能力、生活
の再形成能力などが挙げられる。母親をはじ
めとする家族自身が自分たちの対処能力向
上を実感することにより、自信がつき、育児
不安が軽減されるものと考えられる。つまり、
育児不安軽減のプロセスは、エンパワメント
のプロセスと重なっている。 
 
②乳児全戸訪問事業の活用による効果的な
母子保健活動のあり方 
本事業は、個々の家族のエンパワーメント

をコミュニティ・エンパワメントへと拡大す
ることを目指している。家庭訪問の対象にな
った母親たちは、自分にとっての訪問事業の
意味だけでなく、他の子育て中の母親にとっ
ての訪問事業の意味に関する意見をアンケ
ートの自由記載のなかで多数回答していた。
このように、地域で生活する他の母子を意識
できたということを考えると、母親たちに事
業の意義や効果を考えてもらうことは、同じ
地域に生活する親子の連帯感の育成を図る
ことにつながり、コミュニティ・エンパワー



 

 

メントに通じる可能性がある。また、   
全数訪問実施の効果には、受け持ち地区の対
象把握、住民からの相談回路の拡大、家族の
健康問題への対応、家庭訪問以外の資源利用
の促進など、訪問対象世帯への支援に関する
効果に留まらず、地区活動における効果も確
認されている。個々の家庭に関わる機会を地
域全体の活動につなげることを意識した訪
問活動の展開が今後も重要だと考えられた。 
また、保健師は、「広報活動で、ポスター

を各医療機関に配布する際、臨床（産科外
来・産科病棟・NICU）スタッフと情報交換
するなかで、活動の場は異なっていても『目
指す方向は同じ』だと実感した。それを契機
に、情報交換・交流の場として定期カンファ
レンスを計画し実施している。保健師が行っ
ていた家庭訪問で気になるケースの情報提
供を臨床スタッフから受け、問題の解決に向
けてリアルタイムで訪問に生かされた。訪問
員にも情報提供し活動に役立てることがで
きる。」と語っており、関係機関と新しい連
携の形が生まれている。また、地域子育て支
援センターとの連携の方向に関しても、訪問
員が担当地区の情報収集のために「地域子育
て支援センター」を見学したことを契機に、
子育て支援センター側もこの事業に関心を
寄せており、情報交換や地域活動など協働の
方向性を提案された。また、市民に対しては、
テレビ、新聞、コミュニティ誌などメディア
を通じて広く広報を実施し、関心、反響がよ
せられている。以上のように、この事業の地
域への広がりを基盤としてコミュニティ・エ
ンパワーメントへ拡大できる母子保健活動
を今後も検討し、実施していくことが可能で
ある。 
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